
グリーン建築理念に基づく一体化設計

G R E E N A R C H I T E C T U R E T H E O R Y A N D P R A C T I C E

中国建築設計研究院有限公司 グリーン建築設計研究院 院長
劉 恒

グリーン開発の観点
（価値発掘とグリーン戦略）

地域気候特性の活用

地元の素材とプロセスの使用

環境用地の価値発掘

構造システムの
最適化

循環型ビジネスモデル

集約的土地利用

エネルギーと物質の循環

グリーン成長の観点
(都市と環境生態学の融合）

時間的・周期的な循環

建築と環境の融合の最大化

中国の伝統的な哲学

人間と自然の調和

中国の伝統的な建築庭園

都市と風水

エコシティ

立体的な緑の生態系ネットワーク

生態系修復

複合化された機能と交通

水循環

交通システム

……

グリーンな人間観
(エコ・ヒューマン・アクション）

補完的に使用できるユーザー
フレンドリーなデザイン

健康的なライフ
スタイル

行動、ニーズ、精神性

使用、ルート、景観

視野、コミュニケーション、
五感にとっての快適性

グリーン・テクノロジー
の観点

（知恵と技術の応用）

インテリジェン

トシステム構築

エネルギー消費の
効果的な監視

技術の合理的運用

新素材と新技術の使用

再生可能な資源のさらなる発掘発見と創造

効率的でエコロジカルな工法の構築

時間的
マルチプロフェッショナル

学際的
経済性

要素化

地域性

段階的

美学

多次元・多要素の複雑性

使用、ルート、景観

構造システムの最適化

環境用地の価値発掘

建築と環境の融合の最大化
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• 建築設計は、建築の様式や空間効果に焦点を当てることから空間性能、使用行動、形態との一

体化に焦点が当てられるようになった。

• グリーン効果は、空間の密閉性、設備の効率、技術の革新に焦点を当てることから建築物と自

然環境との関係、空間エネルギー使用の再分解、設計製造の一体化・統合に焦点が当てられるよ

うになった。

• グリーン効果に対する設計自体の寄与を認識し、建築設計とグリーン評価の分離、建築物緑化

認定証を取得したにもかかわらず実際には緑化されていないという問題を解決するよう努力して

いる。

• 地域化の重要性を認識し、各地域における画一的な設計や単純なベンチマークの問題を解決する

よう努力している。

クローズド、インドア、セルフ

オープン、アウトドア、シェア

グリーン
バリュー

生態系計
画策定

環境全体
の修復

部材資材
の製造

建築物単

体のデザ

イン

運用と

保守

都市設計

の完璧性

解体と

回収

建設と

設置

空
間
か
ら
対
策
へ

経済性の原則

地域文化

パッシブ優先・アクティブ最適化

フルライフサイクル

マ
ル
チ
バ
ラ
ン
ス

目
標

効
果
志
向

建築士主導

マルチディシプ
リナリーな協働
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価値の明確化

グリーンバリューを深く理解する

ことは、グリーンという側面の見

直しおよび拡大である。

01
システム再構築

ポジティブなデザイン思考

建築士主導 専門職間のコラボレー
ション
方法検索＋多面評価

マトリックス検索 成長可能検索マ

ニュアル

02
要素のイノベーション

敷地への配慮、空間制御

リサイクル、行動・使用
緑の美学

03
実践・生成

グループ事例

解析

アプリケーション統合

04

プロ意識

多面評価

タイムラインの延長

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス

に
従

い
、

グ
リ

ー
ン

デ
ザ

イ
ン

戦
略

の

研
究

内
容

を
展

開
す

る
。
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グリーン建築理念
先天的グリーン特性

強力な統合
一体化して生成する

嶺南 -- 回廊嶺南 -- 回廊陝西省北部 --洞窟住居陝西省北部 --洞窟住居

嶺南 -- アーケード嶺南 -- アーケード 嶺南 --裏路地嶺南 --裏路地西南 --吊脚楼、水辺に建てられ、竹枝を束ねて仕上げる西南 --吊脚楼、水辺に建てられ、竹枝を束ねて仕上げる
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華北 -- 中庭華北 -- 中庭安徽省南部 --露天の空間、四水帰堂安徽省南部 --露天の空間、四水帰堂

嶺南 – ベランダ嶺南 – ベランダ西南 --密集配置、軒蛇腹による日除け西南 --密集配置、軒蛇腹による日除け福建省南部 -- 土楼福建省南部 -- 土楼
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デザイン展開の基盤

全体的なデザイン姿勢

管理手法

重要な方法

最終的な建設目標

生態環境の調和とローカルデザイン（ローカル化）

グリーンな行動と人にやさしいデザイン（ユニバーサルデザ
イン化）

インテリジェントなシステム構築と科学技術応用（インテリ
ジェント化）

工法の革新と長寿命化（長寿命化）

グリーン低炭素サイクルとフルライフサイクル（低炭素化）

グ
リ
ー
ン
建
築
理
念

環境と
の調和

気候へ
の対応

空間エ

ネル

ギーの

調整・
蓄積

低炭素
建築物

ローカ
ル技法

組み立
てと建

設

自然の状況
地形順応

日除と防湿

高低差の変換 肌理のルート

自然換気 排水と貯水 自然採光

空間制御

保湿・遮蔽

エネルギー使用の定義 移行空間

既存の環境

スケールマッチング 機能的適応

構造本体 一体型部材

伝統的技法 融合・革新

外壁の最適化 リサイクル・再生 エネルギー利用

地場産材

モジュール式プレハブ 成長トポロジー 標準化 部品の統合 接合部の簡略化
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敷地の
生態系

の継続
性 山の地形に順応した

配置 水系に依存した配置 生態的回廊が通じる 自然地貌の保護

極寒地域 寒冷地域 夏は暑く冬は寒い地域 夏は暑く冬は暖かい地域 降水量の多い地域

湿気の多い地域 日差しの強い地域 雨の多い地域

都市肌理の継続 周辺経路の継続 交通網との連結 公共施設の共有

基本的なボリューム

の積み重ね
トポロジカル・ユ

ニットの成長
モジュールの派生・

複写
成長経路連結

固定壁の削減 大空間の確保
可変軽量パーティ

ション
配管本体の分離

地域の

気候セ
ンシン

グ

都市施
設の共

有

建築の
成長

空間変
化可能

グ
リ
ー
ン
建
築
理
念

ポジティブなグリーン・インテグレーション

強
力
な
統
合

13

14



グリーン
統合

強
力
な
統
合

グ
リ
ー
ン
建
築
理
念

グリーンデザイン応用のデモンストレーション

上海 | SHANGHAI

雄安新区
雄安デザインセンター

上海臨港星空之境

ビジターサービスセンター

ハルビン工業大学（深セン）

主要研究室クラスター
重慶広陽島
大河文明館

グリーンビルディングデザ
イン研究所

ニアゼロカーボンオフィス
交流エリア

海口

従業員活動交流センター

雄安 | XIONGAN 深圳 | SHENZHEN 海口 | HAIKOU重慶 | CHONGQING 北京 | BEIJNIG新疆 | XINJIANG

新疆自治区
ファイル保管館

海口上海
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雄安デザインセンター
プロジェクトの実践応用

敷地の研究 全体的なレイアウト 形態形成 空間の省エネ 機能的行動 囲障境界面 構造材料
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既存の建物を最大限に活用し、土建の
取り壊しや建物の新築を不要とする。

対外立面の部分的な修繕戦略、立面改
修面積の節約

材料の節約

わずかな介入

既存建物の最大
限活用

敷地の研究
▇▇ 本館棟の外壁構造の85％が再利用可

▇▇ 本館棟の構造躯体は、100％再利用されている ▇▇ 室内は、大空間の間取りを継続している。

「微小な介入」の原則は、新旧の共生であり、設計が局所最適化とポ
イントごとの活性化を通じて慎重な方法で既存の建物に触れ、既存建
築物の構造躯体を100％再利用している。外壁の割合も85％と高く

なっている。本館棟の中央カーテンウォールの一部のみに望台が張り
出し、内部空間も既存建築物の大空間の間取りと主壁の境界面を維持
しているが、東別館は構造上の性能により再利用できず、容積と都市
の境界面との関係性が復元されている。

解体・改修部分

現状再利用部分

空間をつなぐ軒廊
風景が点在する中庭

全体的なレイア
ウト

このデザインは、自然に溶け込む内向的
なコミュニケーションコミュニティを再

形成することを目指している。セット
バックした敷地境界は、駐車場や広場な
どの公共機能を都市に戻し、内部も人間
的でエコロジカルな安らぎのあるコミュ
ニケーションの場に形作られている。1
階の屋外軒廊は、従来の閉じられた廊下
の代わりとなり、エネルギー消費を削減
するだけでなく、伝統的な中国の庭園や

中庭に敬意を払っている。異なるテーマ
に沿ったエコロジカルな中庭が点在し、
リズミカルな開閉関係を形成している。

日中、中庭に埋め込まれたモジュール式
の機能スペースは、中庭に融合し、建物
は自然と一体化されている。2階の屋外

活動広場は1階の地面と連続した動線を

形成し、後方の屋上バスケットボール
コート、レストラン、セミナー、展示会
などの様々な機能につながっている。広
場、軒廊、中庭には植栽が多く取り入れ
られ、長期的に周囲の建物にまで拡張さ
れ「デザインセンター」が徐々に「デザ
インシティ」へと発展していく。

▇▇ テーマに沿った中庭が点在し、生態学的体験が織り交ぜられている。
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複合エコロジカルな
テラス
健康的な生活を導く

機能的行動

2階のエコロジカルなテラス

エコロジカルなテラスと中庭 空中共用テラス

東側中庭 正面玄関前庭

このデザインは、自然に溶け込む内向的
なコミュニケーションコミュニティを再

形成することを目指している。セット
バックした敷地境界は、駐車場や広場な
どの公共機能を都市に戻し、内部も人間
的でエコロジカルな安らぎのあるコミュ
ニケーションの場に形作られている。1
階の屋外軒廊は、従来の閉じられた廊下
の代わりとなり、エネルギー消費を削減
するだけでなく、伝統的な中国の庭園や

中庭に敬意を払っている。異なるテーマ
に沿ったエコロジカルな中庭が点在し、
リズミカルな開閉関係を形成している。

日中、中庭に埋め込まれたモジュール式
の機能スペースは、中庭に融合し、建物
は自然と一体化されている。2階の屋外

活動広場は1階の地面と連続した動線を

形成し、後方の屋上バスケットボール
コート、レストラン、セミナー、展示会
などの様々な機能につながっている。広
場、軒廊、中庭には植栽が多く取り入れ
られ、長期的に周囲の建物にまで拡張さ
れ「デザインセンター」が徐々に「デザ
インシティ」へと発展していく。
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スペースの柔軟な変
換

機能的行動

分割や連結が可能で自由に変換でき、
6m×6mのユニットは、ミーティング、

オフィス、展示会、レセプション、評価
会など、様々な用途に自由に切り替え可
能な多機能モジュールを形成している。
開放的なオフィスエリアは、既存本館棟
の大空間の間取りを継続し、改修前と改
修後のスペース利用ロスゼロを実現し、
大空間の間取りの内部は、組み合わせた
パーティションにより間取り位置を素早
く調整できる。

16名ワーキング

シート

▇▇ 6m×6mの標準化されたモジュールで多機能変換を素早く実現

▇▇ プレハブ式内部間仕切り壁により空間分割を思いのままに調整可能

4× 4のオープンディ

スカッションエリア

40名用ダイニング

スペース
卓球台 2台のスペース

50名用のプレゼン

テーション席

18名用のクローズ

ドミーティング

12名用の専門家図

面評価
180㎡の展示面積
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1階半屋外軒廊でエネルギー使用面積を

削減

年間節電量

省エネ

半屋外軒廊でエ
ネルギー使用空
間を削減

空間の省エネ ▇▇ 半屋外軒廊は、従来の内廊下の移動スペースとして置き換えられ、エネルギー使用空間を大幅に削減し、健康的な行動に導いている。

建物の1階は、従来の内廊下をグレースペース
の軒廊とし、エネルギー消費面積1006.17平方

メートルを節約した。一般的なオフィスビルの
平均電力消費量（80.0kWh/(m2.a)）に基づいて
試算した場合、年間80,493.6kWhの電力消費量
が節約される。

半屋外エコロジー軒廊従来の冷房の効いた内廊下

本館棟

半屋外軒廊1006㎡

80,500kW

内廊下を非暖房エリアとして定義し、
エネルギー使用面積を削減する。

年間節電量

省エネ

半屋外の暖かな廊下

エネルギー使用空間
の削減

空間の省エネ ▇▇ 内廊下を非暖房エリアとして定義し、空調設備を設置せず、蓄熱効果が抜群

本館棟の廊下、階段室などの移動スペース

を非暖房部屋として定義し、暖かな渡り廊
下を形成し、測定・試算を経て室内エネル

ギー消費量が約42％削減され、冷房エネル

ギ ー消費 面積が 1950.2㎡とな り、年間
156,016kwhの電力が節約される。冬季におけるオフィスエリア外の廊下

の平均温度

外側は、既存の非断熱外壁を使用し、内
側にカーテンウォールを設けて暖かな廊

下が形成され、空調設備を設置せず、換
気及び南向き採光を利用し、エネルギー
使用空間を大幅に削減するとともに、室
内の断熱に効果てきめんである。

16.6℃蓄熱効果抜群

《雄安デザインセンターの検査測定

レポート》

検査測定機関：

北京建築材料検査研究院有限会社

屋内冷房の効いたオフィス部屋

半屋外の暖かな廊下603.72㎡×4F

156,000kWh
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多層水平増築

形態が自然に出来
上がる

形態形成 ▇▇ エコロジカルなテラスがグリーンで健康的な生活を導く

エコロジカルなコミュケー
ション空間

このデザインは、自然に溶け込む内向的

なコミュニケーションコミュニティを再
形成することを目指している。セット
バックした敷地境界は、駐車場や広場な
どの公共機能を都市に戻し、内部も人間
的でエコロジカルな安らぎのあるコミュ
ニケーションの場に形作られている。1
階の屋外軒廊は、従来の閉じられた廊下
の代わりとなり、エネルギー消費を削減

するだけでなく、伝統的な中国の庭園や
中庭に敬意を払っている。異なるテーマ
に沿ったエコロジカルな中庭が点在し、
リズミカルな開閉関係を形成している。

日中、中庭に埋め込まれたモジュール式
の機能スペースは、指のように中庭に溶
け込み、建物は自然と一体化されている。
2階の屋外活動広場は1階の地面と連続

した歩行者スペースを形成し、後方の屋
上バスケットボールコート、レストラン、
セミナー、展示会などの様々な機能につ
ながっている。広場、軒廊、中庭により
導く緑の動線は、長期的に周囲の建物に
まで拡張され「デザインセンター」が
徐々に「デザインシティ」へと発展して
いく。

グリーン構築
屋内外の一体化

材料構造

植物用金属織ネット
廃ブロックを再利用した緑

化壁 ポリカーボネート板
エコウッドプラスチック

ボード 透水性PCレンガ

一体化した複合壁板 木製手すり ミネラル下地材 廃ガラスコンクリート鏡面
仕上げ

廃石材再生御影石
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コンクリートガラの利用により、コン
クリートの再打設と廃棄物の排出を削
減する。 780トン
ガラスくずによる舗装利用によ
り舗装材料を節約する。

312 m²

▇▇ コンクリートガラをガビオンウォール
に充填して緑化壁を形成する

▇▇ ガラスくずをコンクリート骨材及び
景観舗装として使用

▇▇ ガラス瓶や廃木材が景観壁効果を
豊かにする

収集 破砕

コンクリート骨材

作業員が取り壊されたコンクリート
ガラをガビオンウォールに充填

コンクリートガラを利用したガビ
オンウォール構築の論理庭の舗装

材料の節約

消費・解体及
び建設廃棄物
の利用

材料構造
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東屋屋根に設置されたソーラーパネ
ルの年間発電量

雨水回収システムの年間総回収量

省エネ

エネルギー循環
システム

エネルギー循環

節水

▇▇ 内廊下を非暖房エリアとして定義し、空調設備を設置せず、蓄熱効果が抜群

自給自足の無土壌温室

架空屋上の水濾過層

カラー太陽光発電ガラス

貯水・景観を一体化した池

雨水回収量

月度

年平均降水量 /㎜

月平均有効雨量 /㎜

集水面積 /㎡

回収可能量 /t

78,800
kWh

642トン

大きな木の下での生活
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雄安デザインセンター 2019年の総電力消費量は

404,000kWh 省エネ59％ 材料節約780トン 節水21.6％
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「ゼロ・カーボン紙飛行機」
上海臨港星空之鏡

ビジターサービスセンター
プロジェクトの実践・応用
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Light-Touch 
Construction

The d esign u ses a minimal amount of

foundation rooting to place the building

on the site in a "light intrusiv e" manner,

reducing the irreversible impact of large

c o nc rete f lo o rs on th e ec o log y.Th e

u p p er part ad o p ts an in teg ral steel

structu re to ensure th e l igh tn ess and

fineness o f the structural co mpon ents,

an d th e en c lo su r e in t er f ac e u s es

hanging compo nents to separate from

th e m ai n b o d y o f t h e st ru c tu re,

e n h a n c i n g t h e s u s p e n s i o n

軽い介入

ビジターサービスセンター

このデザインでは、基礎の根入れを

最小限に抑えて、「軽い介入」方式

で敷地内に建物を配置し、大断面コ

ンクリート床に覆われることによる

生態系へのが不可逆的に影響を軽減

している。これは、表層土壌が緩く

、地耐力が低い現場における合理的
な対応でもある。

上部には一体型鉄骨構造を採用し、

構造部材の軽量化と精緻化が確保さ
れている。 1： 18という高い細長比

により支柱の大部分が姿を消し、囲

障境界面は、本体から分離された吊

り下げ部材を採用することで、構造

の浮遊感がさらに高められている。

杭基礎
pile foundation

浮き屋根
Floating roof

ファインダーフレーム
finder frame

敷地の若干の介入自然の背景

Light-Touch 
Construction

The d esign u ses a minimal amount of

foundation rooting to place the building

on the site in a "light intrusiv e" manner,

reducing the irreversible impact of large

c o nc rete f lo o rs on th e ec o log y. Th e

u p p er part ad o p ts an in teg ral steel

structu re to ensure th e l igh tn ess and

fineness o f the structural co mpon ents,

an d th e en c lo su r e in t er f ac e u s es

hanging compo nents to separate from

th e m ai n b o d y o f t h e st ru c tu re,

e n h a n c i n g t h e s u s p e n s i o n

軽い介入

ビジターサービスセンター

このデザインでは、基礎の根入れを

最小限に抑えて、「軽い介入」方式

で敷地内に建物を配置し、大断面コ

ンクリート床に覆われることによる

生態系へのが不可逆的に影響を軽減

している。これは、表層土壌が緩く

、地耐力が低い現場における合理的
な対応でもある。

上部には一体型鉄骨構造を採用し、

構造部材の軽量化と精緻化が確保さ
れている。 1： 18という高い細長比

により支柱の大部分が姿を消し、囲

障境界面は、本体から分離された吊

り下げ部材を採用することで、構造

の浮遊感がさらに高められている。
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上海天文館 滴水湖地下鉄駅ゼロ・カーボン紙飛行機

臨港ビジターサービスセンター

39

40



▇▇ 宇宙船の形と折り紙の技法は、航空宇宙の感覚を呼び起こす。惑星表面の起伏が不思議な感覚と面白さを演出している。

Light-Touch 
Construction

The d esign u ses a minimal amount of

foundation rooting to place the building

on the site in a "light intrusiv e" manner,

reducing the irreversible impact of large

c o nc rete f lo o rs on th e ec o log y. Th e

u p p er part ad o p ts an in teg ral steel

structu re to ensure th e l igh tn ess and

fineness o f the structural co mpon ents,

an d th e en c lo su r e in t er f ac e u s es

hanging compo nents to separate from

th e m ai n b o d y o f t h e st ru c tu re,

e n h a n c i n g t h e s u s p e n s i o n

軽量鉄骨造屋根トラス

起伏のある地面

軽い介入

ビジターサービスセンター

このデザインでは、基礎の根入れを

最小限に抑えて、「軽い介入」方式

で敷地内に建物を配置し、大断面コ

ンクリート床に覆われることによる

生態系へのが不可逆的に影響を軽減

している。これは、表層土壌が緩く

、地耐力が低い現場における合理的
な対応でもある。

上部には一体型鉄骨構造を採用し、

構造部材の軽量化と精緻化が確保さ
れている。 1： 18という高い細長比

により支柱の大部分が姿を消し、囲

障境界面は、本体から分離された吊

り下げ部材を採用することで、構造

の浮遊感がさらに高められている。

太陽光発電の屋根

鉄骨構造

金網防護壁

起伏のある地面
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空間イメージ模型| Model

外の日差しが強すぎるとき、軒下でお茶で
も飲もう。

It's too  ho t. I’l l  d rink he re  A LL  day long

「天文館のそばの家は、宇宙船みたい
じゃないとダメなの」

Does the  house  next to  the  p lane ta rium
look l i ke  a  spacesh ip

集まって！ 10分後に出発する

We'l l  leave  in  ten  m inutes

「トイレと親子室は、奥にあり、
エアコンが付いている！」

T o l le t in the  back

A i r Cond i tion  O N!

「こんな大きなトランポリ
ンで遊んだことない！」。

I've  neve r p layed  such  a  b ig  
tram po l ine

「今日は飛行機の下で紙飛行機の折り方を教

えるよ」

I'm  go ing  to  teach  you  how to  m ake  a i rp lanes

複数の開放
的スペース

ビジターサービスセンター

開放的で連続した
空間
ナチュラルスルー

Open interface
Natural through

To u rists ' d eman d f o r th e u se of th e

service center is fast an d sho rt, Therefore,

the design does not use external walls to

enclose th e ind oor space, but only uses

metal n ets to manag e the internal and

external constraints, achieving maximu m

p e n e t r a t i o n o f t h e

ビジターサービスセンターは、利用

者が受付を終えて休憩した後、すぐ

に電気自動車に乗り換えて様々な観

光スポットに向かう「クイックユー

ス」の建物タイプであるため、デザ

インに従来の建物の外壁による屋内

空間の囲みが用いられず、金網のみ

で管理境界面上の内外を区分けして

物理的環境と自然景観の最大限の一
貫性を実現する。

一方、ビジターサービスセンターの

飛行機軒下には、高低差の異なる地

面を介して起伏の連続したオープン

スペースを作り上げ、高低差の関係

に基づき展示や休憩、フォーラム交

流、教学など、多様な公共活動に誘
導していく。

On th e oth er hand, und er th e eav es of

the lightcraft in th e tourist service center,

th e d esig n c reates a c o n tin u ou s n g
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延床面積：2190㎡
室内冷房の効いた部屋：450㎡
空調比：20％

長時間滞在の冷房の効いた部屋

短時間滞在軒先スペース

インテリジェント管理運営センター

ビジター展示センター

オフィス、放送室

公共サービス

(トイレ、親子室、インフォメーションサービスなど）

電気自動車乗り換え休憩所

臨時展示場

エネルギー使用空間の定義
Design generation

省エネ

ビジターサービスセンター

エネルギー使用空間
を減少する
健康的な行動を導く

Reduce energy 
consumption 
space
「紙飛行機」の軒下スペースの 70％の

約 1,750㎡は、オープン展示ホール、喫

茶＆軽食エリア、イベント発表ステー

ジなど屋外の非冷房空間と定義され、

短時間滞在空間での設備の使用を減ら

し、エネルギー消費を節約する 。オフ

ィスエリアや事務管理サービスなどの

長時間滞在空間を冷房エネルギー使用

スペースとして定義し、設備により安

定した快適な物理環境を提供する。電

気自動車乗換休憩所には 、屋外噴霧冷

却装置が設置され、暑い季節下での待

ち合わせの快適さを確保する。測定・

試算を経てこの挙動は、建物のために

毎年 141,600kWh の電力が節約される

。
About 1750 ㎡ of th e space und er th e eaves

of the "p aper airplan e" is d efined as outdoo r

non air-c on dit io ned spac e, such as o p en

exhibition halls, coffee and snack areas, an d

event release stages, significantly reducing

b u i ld in g en erg y co n su mp tio n . A sp ray

cooling device is set locally in th e electric

veh icle tran sf er rest area to en su re th e

comfort of w aiting in extreme hot seasons.

It is estimated that this action sav es 141600

kWh of electricity for buildings ev ery year

金網防護壁

起伏のある地面
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2019年の上海臨港の月平均気温統計
Design generation

2019年の臨港地区の気温統計（昼夜の平均気温） 2019年臨港地区の月別時間別平均気温
冬の８時から１７時までの気温は、5℃以上で、最高気温が10℃
近くになることもある。

《全国民間用建設工事・設計技術対策》

階段室などの暖房システムを備えていない短時間滞在空間では、室内暖房設計時の室内温度・湿度が一般的に5～10℃を目安に設計されている。

臨港地区の冬季の屋外気温は、5℃を上回り、夜間の気温が5℃を下回るのは異常気象時の
みである（1月に7日未満）

ビジターサービスセンター

オープンスペース

快適性の論証

1750 m²
エネルギー使用減少面積

毎年節電量

141,600kWh

省エネ

このデザインでは、ビジターサービスセ

ンターの軒下スペースの80％をオープン

展示ホール、喫茶＆軽食エリア、イベン

ト発表ステージなど屋外の非冷房空間と

して定義され、滞在時間の短い空間での

設備の使用を減らすと共にエネルギー消

費を低減し、常態化の暑い気候に対処す

ることにある。

省エネ
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夏場の風向は、南東風が主流で屋外の風速が3m/sの場合、屋内エリアの85％が明らかに風の吹き

回しが感じられる。(風速＞1m/s）

▇▇ 夏の軒下スペースの風環境シミュレーション

太陽光発電の天井により軒下スペースに日陰ができ、室内の表面温度は、直射日光下の屋外の表面温度より

約18℃低くなる。

▇▇ 夏の軒下スペースの表面温度
ビジターサービスセンター

軒下スペースにお
ける快適さの最適
化
局所設備調整
微環境

巨大な「緑」の屋根は、自然の葦の湿地

の上に吊り下げられ、様々なボリューム

を覆い統合して、一連の保護された共有

空間を創り出すことで、完全に自然な方

法で熱吸収に妨げ、建物に特有の狭い地

域での気候を作り出し、起こり得る気候

のアンバランスを中和する。浮き屋根は

、灼熱の太陽や大雨から屋内空間を保護

し、季節の変わり目に自然の風を最大限

に利用して内部エリアを換気する外、雨

水を集めることにも使用でき、集められ

た雨水は建物の機械システムや景観灌漑

システムに再利用される。同時に景観が

空間になじみ、建物の一部のような状態

になり、視覚的にも自然との融和をなし

ている。

省エネ

気温のピーク 7月～9月 屋外基準温度31℃
軒下スペースの85％を27℃以内にキープ可能

気温のピーク 12月～2月 外気基準温度5℃
軒下スペースの75％を15℃以上にキープ可能

夏期 冬期

春と秋の季節の変わり目には、設備を使用する必要がなく、軒下スペー
スが観光客の長期滞在の快適さのニーズにも応えることができる。

ビジターサービスセンター

軒下スペースにお
ける快適さの最適
化
局所設備調整
微環境

。

省エネ

巨大な「緑」の屋根は、自然の葦の湿地

の上に吊り下げられ、様々なボリューム

を覆い統合して、一連の保護された共有

空間を創り出すことで、完全に自然な方

法で熱吸収に妨げ、建物に特有の狭い地

域での気候を作り出し、起こり得る気候

のアンバランスを中和する。浮き屋根は

、灼熱の太陽や大雨から屋内空間を保護

し、季節の変わり目に自然の風を最大限

に利用して内部エリアを換気する外、雨

水を集めることにも使用でき、集められ

た雨水は建物の機械システムや景観灌漑

システムに再利用される。同時に景観が

空間になじみ、建物の一部のような状態

になり、視覚的にも自然との融和をなし

ている。
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▇▇ 光・電気・水・グリーン・ガスエネルギーのセルフバランスシステム

再生可能エネルギー代替率106％

冷房システムの省エネ率10％

非伝統的な水源利用率25％

自立型エネ
ルギー

ビジターサービスセンター

屋上の太陽光発電容量

エネルギー自給自足

折り畳まれた屋根である「胴体」表面
には、 BIPV建材一体型太陽光発電方式

が採用され、灰白色の不透明な薄膜発

電用ガラスとアルミニウムパネルの組

み合わせ屋根が完全に覆われることで

、まさに「ソーラー宇宙船」となって

いる。搭載された薄膜発電 BIPV太陽光

パネルの 1枚当たり出力 25.5W、総設置

容量 44.5kwp、年間発電量46,280kwhに
達する。 1750㎡の太陽光発電カバー面

積により、建物は、日常所要の電力の
107％を供給でき、余剰の無公害エネル

ギーをパーク内の他の建物に供給する
ことができる。

46280 kWh
BIPV太陽電池モジュールの年間

総発電量

44.5 kw
太陽光発電システムの設置容量

エネルギー補給

設置容量

Photovoltaic
Power 

Photovoltaic
Power 

46280 kWh

44.5 kw

ビジターサービスセンター

折り畳まれた屋根である「胴体」表面
には、 BIPV建材一体型太陽光発電方式

が採用され、灰白色の不透明な薄膜発

電用ガラスとアルミニウムパネルの組

み合わせ屋根が完全に覆われることで

、まさに「ソーラー宇宙船」となって

いる。搭載された薄膜発電 BIPV太陽光

パネルの 1枚当たり出力 25.5W、総設置

容量 44.5kwp、年間発電量46,280kwhに
達する。 1750㎡の太陽光発電カバー面

積により、建物は、日常所要の電力の
107％を供給でき、余剰の無公害エネル

ギーをパーク内の他の建物に供給する

ことができる。

BIPV太陽電池モジュールの年間

総発電量

太陽光発電システムの設置容量

エネルギー補給

設置容量

自立型エネ
ルギー

屋上の太陽光発電容量

エネルギー自給自足
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46280 kWh

44.5 kw

Photovoltaic
Power 

ビジターサービスセンター

折り畳まれた屋根である「胴体」表面
には、 BIPV建材一体型太陽光発電方式

が採用され、灰白色の不透明な薄膜発

電用ガラスとアルミニウムパネルの組

み合わせ屋根が完全に覆われることで

、まさに「ソーラー宇宙船」となって

いる。搭載された薄膜発電 BIPV太陽光

パネルの 1枚当たり出力 25.5W、総設置

容量 44.5kwp、年間発電量46,280kwhに
達する。 1750㎡の太陽光発電カバー面

積により、建物は、日常所要の電力の
107％を供給でき、余剰の無公害エネル

ギーをパーク内の他の建物に供給する
ことができる。

BIPV太陽電池モジュールの年間総発

電量

太陽光発電システムの設置容量

エネルギー補給

設置容量
「飛行機」の形をした屋根は、雨水を集める導水板
としても機能している。

曲がったアルミ板排水溝

白色テルル化カドミウム
太陽光発電屋根

砕石ポリマー屋根

304スパイラルメタルメッシュ

パーテーション

従来の屋根上太陽光発電パネル構造の

工法
BIPV建材一体型太陽光発電構造の工法

構造 断熱 防水
太陽

光発
電

構造 断熱 防水

太陽

光発
電

自立型エネ
ルギー

屋上の太陽光発電容量

エネルギー自給自足
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Zero Energy 
Consumption
By space 
Adjustment

空間調整・エネルギー
制御
エネルギー収集・発電

フルライフサイクルで約4,982トンの二酸化炭素排出量を削減

74.1%
1.6%

24.3%

空間調整によるもの
Space Adjustment
3,690トンのCO274.1%

高効率の機器と設備
によるもの
Efficient Equipment
80トンのCO2

1.6%

再生可能エネルギーに
よるもの
Renewable Energy
1,212トンのCO2

24.3%

エネルギー
消費ゼロ

観光客の乗換待ちや展示会、イベント発表などの空間

を非エネルギー使用空間と定義し、建物の形状による

日よけや自然換気、断熱、温度制御などに依存するこ

とで、エネルギー使用空間を削減し、建物の電力消費

量が年間 141,600kWh節約1,700㎡され、フルライフサ

イクルで 3,690トンの二酸化炭素排出量を削減できてい
る。

ゼロカーボンの実施方法は、空間の調

整・エネルギー制御に基づきエネルギ
ー使用空間の削減、自然換気・採光を
通じて使用エネルギーを大幅に削減す

る一方で、建材一体型太陽光発電を利
用して建物の発電を向上し 1つのマイ

ナスと1つのプラスのバランスをとる

ことで運営段階のゼロカーボンとエネ
ルギー消費ゼロを達成する。プロジェ
クト竣工以来、運営がほぼ 1年経過し

、現場からフィードバックされたエネ
ルギー消費量データに基づくと、建物
の年間電力消費量が43,252kWh、太陽
光発電量が46,280kWhとなり、建物の

フルライフサイクルでの二酸化炭素排
出量を最大4,982トンを削減できると
推測され、このうち約 3,690トンが空

間設計手段によるもので調整・蓄積を
実現し、 1,212トンが再生可能エネル
ギーの利用によるもので、 80トンが高
効率の機器と設備によるものである。

BIPV太陽光電池パネルの面積は、1,725㎡で、 1枚あた

り出力が25.5W、総設置容量が44.5kwp、年間発電量が

46,000kwhとなることで、建物の日常所要の電力の 107
％を供給でき、フルライフサイクルで1,212トンの二酸

化炭素排出量の削減 に貢献している。

時分割照明制御システムを採用し、感光度に応じて軒

下空間の照度を自動調整し、使用時間帯の無駄な照明
を削減している。年間のエネルギーは、 2661kwh節約

され、フルライフサイクルでの二酸化炭素排出量が 80
トン削減されている 。

&
Photovoltaic 
Power 
Generation

About 4982 tons of carbon reduction during the entire life cycle
ビジターサービスセンター

「形態・空間・発電」を一体化したゼロカーボン実現の道筋
A zero-carbon implementation path integrating "form, space, and production capacityLIGHT

TOUCH

ZERO ENERGY
CONSUMPTION

臨港観光サービスセンター

1敷地の現状 2浮遊 - 自然浸透 3折りたたみ - 雨水の集水 4太陽光発電 - エネルギー供給 5縮小-エネルギー使用空間
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Dsd 

葉集文化センター

プロジェクトの規模：24000m2

プロジェクトの所在地：安徽 六安葉集
プロジェクトソース：落札
竣工時期：2022年7月
プロジェクト段階：竣工済み

┃地域に適した文化・教育施設┃
自然環境に囲まれ・空間開放・大小の空間の適合・ ランドマーク形態の

統合
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葉集文化センター

フルライフサイクルでの二酸化炭素排出削減量は、

5,520tと推定されている。

2022年の建物のエネルギーは、157700kW/h節約

された。

海口市労働者活動交流センター

プロジェクトの規模：57411.4m2

プロジェクトの所在地：海口市江東新区
プロジェクトソース：落札
開始時期：2021年7月～2022年10月
プロジェクト段階：既に着工済み

┃地域に適応した文化・教育施設┃
空間の開放・遮光や遮蔽・建物の発電・斜め格子鋼構造・構築一

体化
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建物の模型
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2024年05月13日付け東側道路向かいの街路の景観
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C3広陽ホール

Z3 傘状柱

Z2花が咲いた

ような傘状柱

C1 ワールドホール

GQ1-1 華夏拱廊

GQ1-2 華夏拱廊

D-HQ1 フィッシュテール宿駅

D-HQ2 フィッシュテール宿駅

GQ3広陽拱廊
Z8広陽拱廊

Z9広陽拱廊
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広陽島大河文明館

1 現状の土台 2 地形の隆起 3 形状に合わせて嵌め込む 4 全体成形

江東新区安置区画7#8#支援学校

プロジェクト規模：57,900㎡
プロジェクトの所在地：海口市江東新区
プロジェクトソース：落札
開始時期：2022年09月

┃地域に適応した文化・教育施設┃
建物の遮光・透明や開放 ・ 中央の活気のある主要回廊によるつなが

り・ 新型教育モジュール

69

70



このプロジェクトは、大木のように成長する立体的なキャンパスをつくり、学生を中心とし
た活気に満ちたメイン回廊、海口の気候に基づき革新的なグリーンデモンストレーションに
より、軒下を全面的に開放したエコで活気のあるキャンパスの創造を目指している。

深セン中国計量研究所技
術 革 新 研 究 所

プロジェクト規模：68,353㎡
プロジェクトの所在地：深セン市光明区
プロジェクトソース：落札
開始時期： 2022年10月
プロジェクト段階：予備設計

┃低エネルギー消費の科学研究試験施設┃

複雑な技法・山に囲まれ水に面している・積み重ねられた景観の回廊・
モジュールの成長・ BIPV発電の実証
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技法のリード
架構の派生

嶺南の気品
大地の成長

空間の成長

モジュール
計量

グリーン
建築理念

先天的グリーン特性

強力な統合
一体化して生成
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